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第２章 聴覚障害教育における教科指導及び教材活用 

 

第 1節 文部科学省の教材機能別分類   

文部科学省の教材機能別分類表 ※では、教材の機能を大きく次の４つに分類している。 

①発表・表示用教材： 

児童生徒が表現活動や発表に用いる，又は児童生徒が見て理解するための図示・

表示の機能を有する教材 

②道具・実習用具教材： 

児童生徒が実際に使って学習・実習の理解を深める機能を有する教材 

③実験観察・体験用教材： 

児童生徒の実験観察や体験を効果的に進める機能を有する教材 

④情報記録用教材 

情報を記録する機能を有する教材 

 また、「教材機能別分類表 （聾学校）」では、全体を通じた留意点として、「児童・生徒の

障害の状態や特性等を十分考慮することが必要である。また，コンピュータ及びその周辺

機器やコミュニケーション支援機器を有効に活用し，指導の効果を高めるようにすること

が望ましい。」と示されている。 

近年、教育の情報化に伴い、学校には大型ディスプレイや液晶プロジェクターなどの配

備が進んでいる。特別支援学校（聴覚障害）も例外ではなく、授業形態そのものも変化の

兆しが見られる。これまで聴覚障害教育においては、集団補聴器等が整備され、聴覚障害

児童生徒の聴覚活用に大きな役割を果たしてきた。また、コミュニケーション手段の多様

化傾向に伴い、視覚教材が実際の指導に取り入れられている。 

※ 「教材機能別分類表」平成 13 年 11 月 5 日付け文科初第 718 号 初等中等教育局長通知 

文部科学省ホームページで閲覧することができる。

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kinou/main12_a2.htm 

 

第２節 聴覚障害教育における教科指導 

聾学校における教科指導において、教材の果たす役割や教材開発を検討したものとして、

田中（2007）らは、聴覚障害児童生徒の書記表現力の指導の実態に関して現状を把握する

ため、全国の聾学校小学部・中学部を担当する教員 127 名を対象にアンケート調査を行っ

た。そして、書記表現力の指導は、「国語科」の時間内だけでなく、「自立活動」や「放課

後・昼休み」など教科外でも指導の機会が頻繁に設けられていた。また、教材に関して、

「日記」や「感想文」など児童生徒の書記表現力の基礎を形成するために効果的と考えら

れる教材が選択されていたなどの結果から、聾学校においては、児童生徒の書記表現力の

向上に向けた実質的な指導が展開されていることが示唆されたと報告した。また、仲野
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(2010)らは、前報では助詞検定の基本的考え方、教材事例及び実施状況を紹介し、インタ

ーネットを活用した「Web 助詞検定」について検討した。 

理科教育について、中村（2008）らは、体験的活動を通して生徒の理数科学習への興味・

関心・意欲を向上し、聾学校の理数科指導を改善できるのではないかと考え、携帯電話で

操作するロボット教材を活用した指導を試みた。 

また、林田（2012）らは、外国語活動の活動内容などについて情報を得ることを目的と

して、特別支援学校(聴覚障害)小学部の教員に対して質問紙調査を行った。その結果、多

くの学校が、全面実施に向けた指導体制や具体的活動内容、コミュニケーション環境の整

備、教材・教具、教科・領域との関連性について検討を進めていたことを報告した。 

このように、特別支援学校（聴覚障害）における教材は、書記言語力の向上を目的とし

たり、教科や外国語活動等で ICT やインターネット等を活用したりするなど、全教育活動

において様々な活用が図られ、重要な意味を有するものである。 

 

第３節 視覚教材  

聴覚障害児に対する、視覚教材に着目した研究が進められている。金子（2008）らは、

聴覚障害生徒が e-黒板を用いて作文の誤りを直す際の映像を組み込んだマルチメディア教

材を製作し、聾学校中学部生徒 52 名を対象として、この教材を活用した授業を行った。

その結果、(1)作文の誤りを直す映像に関して、興味・関心が認められ、(2)字幕の色や大き

さなどの映像付加情報への着目が見られたこと、(3)考え方を説明した字幕付きの映像が有

用であると評価した生徒が多かったことが示された。e-黒板の利点は生徒の思考過程を視

覚的に表現でき、作文の誤りを直す学習においても、効果が期待できると報告した。また、

佐藤（2011）らは、難聴児・者への言語獲得支援を目的として視覚を生かした教材開発を

行うため、聴覚障害者の視覚情報認知を検討した。そして、タッチパネルディスプレイパ

ソコンの使用は、検査の操作が簡単で、かつパソコン使用に慣れていない被験者に対して

も年齢を問わず受けやすい検査であり、年齢の低い幼児や学童を対象にして有効に活用で

きる可能性があると報告した。 

聴覚障害児への視覚教材の活用の場面として、水谷（2008）らは、人工内耳を使ってい

る子どもの通常の学校生活や学習場面での配慮として教室環境や座席の位置、先生の話し

方や授業での視覚的教材の活用など、人工内耳を使用した子どもの理解を助ける工夫が必

要であると報告した。更に、大島（2005）らは、音韻が情報として入りにくく定着しにく

い聴覚障害幼児への適切な指導方法を確立することは、保護者支援の領域でもあると考え、

音韻獲得のためには概念を先に入れていくべきであるというトップダウンの考え方に基づ

いて、家庭でも活用できる視覚的な教材を作製した。 

視覚教材は聴覚障害児の指導に有効であることから、ICTを積極的に導入する重要性や、

通常の学校や保護者の連携や理解により効果が発揮されることを示唆している。 



 

- 6 - 

 

第４節 手話教材 

近年、授業における手話の役割の重要性から、手話教材に関する研究も進められている。

高橋（1994）らは、コンピュータを使った初心者用の手話教材の自学自習システムの基礎

的研究とそのためのプログラムの開発を試み、デジタル動画のシステムを単語と文のレベ

ルで開発試行することにより、手話学習教材のもつ問題点と解決の方向を探った。また、

野本（2006）らは、聴者の両親を持つ 3 歳代から 5 歳代の聴覚障害幼児 8 名を対象に、日

本語対応手話と音声言語の同時提示によるビデオ教材を視聴させ、聴覚障害幼児のコミュ

ニケーション行動にどのように影響を及ぼすかを検討した。そして、教材を提示する前後

の比較において、提示後の方が手話単語の熟知度の成績が向上していたと報告した。 

聾学校で保有する手話教材については、その量も十分とは言えない状況にある。授業に

際しては、教師と子どもの実際でのコミュニケーションが基本となるが、授業のねらいや

指導内容に応じた手話教材の在り方、活用に関する検討が今後ますます必要となるであろ

う。 

 

第５節 コミュニケーション手段と教材 

上記の研究や実践から、特別支援学校（聴覚障害）における教材は、コミュニケーショ

ン手段との関連で検討されている状況があった。 

表 1 に、特別支援学校（聴覚障害）の幼稚部から高等部で使用されているコミュニケー

ション手段と教材との関連を示した。コミュニケーション手段は、発達段階や子どもの状

態、学校の方針等に応じて変化していくことが想定される。また、学部で単独の使用教材

や各部共通の教材があることも踏まえる必要がある。 

 

表１ 特別支援学校(聴覚障害)におけるコミュニケーション手段と教材 

学部 コミュニケーション手段 教材（学校保有教材・自作教材） 

幼稚部 

 

ことば(音声・手話) 

発音サイン 

絵カード(絵、写真、模型等) 

実物 

絵カード､(絵、写真) 

模型、実物、絵本、紙芝居、絵日記、掲示物 

自作教材（「再現遊び」や絵本） 

発音指導用教材 

小学部 

中学部

高等部

専攻科 

ことば(音声・手話)、書記言

語 

 

発達段階によるコミュニケー

ション手段の変化 

「読む・書く・聞く・話す」4 領域に関する教

材電子黒板 

副教材、リライト 

視覚教材 

発音指導用の教材、学習テキスト 

聴覚活用のための教材（CD、DVD、楽器等）  
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